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３ 各教科等の指導の重点

＜各教科等の指導の重点の見方＞
今年度の各教科等の指導の重点は、上段に「指導の重点事項」、「努力事項」を記載し、下段に主

体的・対話的で深い学びの実現を目指す授業の充実のためにの欄を設けました。下段は、Ｐ１に掲載

の平成３０年度学校教育指導の重点全体構想「確かな学力」にある【「授業スタンダード」に基づく

授業づくり】を受け、新たに５つのポイントに整理したもののうち、各教科等で重視したいポイント

を２・３・５に絞り、構想の視点及び具体的な手立てや発問について示したものです。今年度は、授

業の入口（ポイント２・３）と出口（ポイント５）を大切にしてほしいという願いから下段部分を作成しました。

上段の「指導の重点事項」、「努力事項」とともに参考にしていただきたいと思います。

【「授業スタンダード」に基づく授業づくりの５つのポイント一覧】

ポイント１ 単元をつくる・授業をつくる

ポイント２ 教材との出合い・学習課題の把握

ポイント３ 追究・解決〈計画・方向付け・見通し〉〈個での追究・解決〉

ポイント４ 追究・解決〈ペアやグループ・学級全体での話合い〉

ポイント５ まとめ・振り返り 新たな学び

＜上段：各教科の重点＞

＜下段：授業づくり

ワンポイントアドバイス＞

福島県教育委員会発行の「平

成３０年度 学校教育指導の重

点」を受けて、今年度力を入れ

て取り組んでいただきたい項目

を右の「努力事項」の欄に記載

しました。

その中でも、特に重点を置い

て取り組んでいただきたい項目

を◎ゴシック体で表記し、左の

「指導の重点事項」の欄に、そ

の内容を端的に表す小見出しと

して記載しました。

平成２９年度の要請訪問の反

省などから、今年度どの教科に

おいても取り組んでいただきた

い、ポイント２・３・５の実践

例について記載しました。〈道徳、

特別活動、外国語活動は除く〉

これらのポイントは、「主体

的な学び」を実現するために重

視したい大切な教師の働きかけ

です。

各ポイントの記載欄には、教

科の特質に応じて、授業構想時

に大切にしたい視点や課題を四

角囲みで提示しています。

その視点や課題を踏まえて、

具体的な手立てや発問、子ども

の反応等を吹き出しで掲載して

います。
子どもの姿（つぶやき・表情・態度等）を大

切にして日々の授業づくりに取り組みましょう。


